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臨床哲学のメチエ

るという私たちの「普通のはだか」ががそこか

らは抜け落ちている。その点で、TOKYO

GIRLSのはだかの女の子たちの何もない背景

には、キッチンでも、お風呂でも、恋人の待つ

ベッドでもなんでもあてはまる。セックスし

ていてもよいけど、セックスしていないとい

うのもありなのである。生活しているはだか、

　研究室のドアの上、極彩色を放つわが

crèmeのポスターにお気づきだろうか。

crèmeには、いわゆる「クリーム」のほ

かに、「えりぬき、精髄」そして「いかれ

た」という意味がある。これこそまさに、

哲学でファッションをやろうとしている

一見いかれたわれわれにふさわしい。

　小林昌廣は『臨床する芸術学』のなか

で、ファッションとは、それを身にまと

う人間にとってみれば「実用芸術」であ

り、徹底して「見る」側に立つ人間にとっ

てみれば「純粋芸術」であると言ってい

る。また、医学に身を置いているという

その立場から、すべての患者が自らの身

体に対する「専門家」であると考えるが、

「実用芸術」と言われるように、みずから

のファッションに対しても、われわれは

「専門家」なのではあるまいか。そして、

「純粋芸術」としてそれに距離をおくこ

ともできる。一方思考するということ

も、誰もが行っていることであり、誰も

が「専門家」であると言える。このこと

をなおざりにしがちな哲学の現状をいま

しめるべく「臨床哲学」をたちあげたと

するならば、同じような構図をわりあい

明らかなかたちでもつファッションは、

この場で論ずるに値するのではないだろ

うか。

　このようにファッションの「実用芸

術」的要素と「純粋芸術」的要素をくみ

つくすためには、バルトが現実の衣服の

方だけに向いていると言う社会学、イ

メージを認識させようとすると言う記号

学ではことたりない。こうしてわれわれ

は、その中間的切り口を濃くしつこく模

索しながら、臨床哲学の精髄となるべ

く、日々邁進しているというわけなので

ある。

（くりやまいとい　博士前期課程）

crèmeの誕生
栗山愛以

という気楽さ。それはLOVE’SBODY展が提

示したメッセージを超えるものだったのでは

ないだろうか？

（おおきたたけとしくりたりゅうこたかはしあや

　博士前期・後期課程）


